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　世界の森林面積は約40億ヘクタールで陸地の31%

を占めています。

　南米やアフリカでも大規模な森林の減少が起きてお

り、毎年470万ヘクタールの森林が地球から失われて

います。（2020年 林野庁ホームページ調べ）

　これらは輸入木材用の違法伐採、中国の砂漠化、

オーストラリアや南米での森林火災等が原因とされて

います。

　日本は国土面積の３分の２、約6７%を森林が占めており、過去50年間、森林

面積の増減はほとんど変わっていないのが現状です。人工林は昭和40年代から比

べると約30％増えており、日本は世界と比べても森林率は世界２位となっています。

　日本の森林面積が変わらない一方で、増え続けている物もあります。

　それは「森林蓄積」です。�¢	ÿ�›�•
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　森林面積は増えていないのに蓄積だけが増えるという事は、「使うべき資源」

が余っており、日本全国で森林整備（利用間伐・皆伐等）が進んでいない国とも

考えられます。

■放置林や放棄林によるスギやヒノキの森林では、根

が浅いため豪雨等による倒木災害が起きる原因とな

ります。

■山に光が入らないため他の植物が生息しないことで、

大量の雨が降っても、山がスポンジのような役割を果

たせず土砂流出（土砂災害）が起きる原因となります。

　放置林、放棄林の森林は、人間の生活環境の支障となる可能性もあります。
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業務事業課からのご報告業務事業課からのご報告

前回の組合だより（令和４年６月発行　№38）で紹介いたしました、ウッドショックによる木材
価格の高騰は、現在徐々に下落している状況です。
　主な原因としては、①木材輸入量が部分的に回復した事、②ウッドショックにより木材価格が
高騰し、製品単価が上がりその結果、住宅着工契約が落ち込み、供給が需要を上回って木材の製
品価格が下がってしまった事、③九州などから安い原木や木材製品が岐阜県内に流入している事
が上げられます。

　以下、10月末での当組合での木材取引価格（ｍ³単価、税込）の状況を紹介します。

業務事業課では、森林管理課で作成された森林経営計画に基づき、組合員の
皆様（森林所有者様）に、森林環境に配慮した事業提案を行い、事業化し、森
林技術職員による施業から、木材販売、精算業務を行っています。

●ヒノキ材
　A材（建築用材）（柱・土台含まず） 平均 19,300円/m³ 7,000円のダウン
　　　　柱・土台材（小曲、枝虫３割程度含） 〃　 24,350円/m³ 7,000円のダウン
　B材（集成用材等） 〃　 14,300円/m³ 5,500円のダウン
　C材（パルプ用材等） 〃　　 8,250円/m³ 変動ナシ

●ス ギ 材
　A材（建築用材等） 平均 15,350円/m³ 1,650円のダウン
　B材（集成用材等） 〃　 13,550円/m³ 1,150円のダウン
　C材（パルプ用材等）　 〃　　 8,250円/m³ 変動ナシ

　本年度は、総取扱材積36,000m³を計画し、令和４年１月から10月までに当組合では、森林経
営計画団地14団地（継続含め）、森林管理署２件、県営林１件、公社造林地２件、その他２件の
搬出間伐、環境税間伐９箇所、下呂市発注事業１件、公団造林地４件、その他３件の森林整備を
行ってきています。
　10月末時点での取扱材積は、森林経営計画団地で約20,000m³　県営林、公団造林地等で約
3,000m³森林管理署で約6,000m³を搬出しており、12月末までに7,000m³程の出材を予定してい
ます。

　11月以降も、引き続き森林経営計画団地５団地（継続含め）の搬出間伐、保育間伐を行ってま
いります。

木材価格の動向と組合事業について

（令和４年５月比べ）

（C材の単価は、森林経営計画及び間伐未利用材等の協定単価です。）
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（価格はｍ³単価、税込）

令和2年7月
下呂市場 　　　倉地製材 　　　飛州木工 　　　金山チップ 　　　平均単価

A材　下呂市場、倉地製材所 （建築用材等）
B材　飛州木工 （集成用材等）
C材　金山チップセンター （パルプ用材等）

A材　下呂市場、県森連 （建築用材等）
B材　県森連 （合板用材）
C材　金山チップセンター （パルプ用材）

令和3年7月

販売単価 推移

令和4年7月 令和4年10月

下呂市場（システム材） 　　　 合板材 　　　 金山チップ 　　　 平均単価

樹種：ヒノキ

樹種：スギ

ウッドショック以前から現在までの価格の推移（品質別）

　ウッドショック以前（令和２年７月）と比べると、現在の木材価格はヒノキで平均4,500円、
スギで平均3,000円程度高く取引されていますが、この先、更に木材価格は下落することも考え
られます。組合では木材販売方法を考えながら、少しでも搬出作業を実施させていただく組合員
の皆様に、還元できるように努力いたします。
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業務計画課では、業務事業課で実施した森林整備（保育間伐、植栽、下刈り等）、森

林生産事業（搬出間伐等）の事業地で、適切に造林補助金を利用して、組合員様への

還元ができるよう補助金取扱の業務を行っています。

　当組合では、組合員様の所有山林を中心に森林経営計画団地内で造林補助金を活用して間伐作業を行っ

ております。現在、造林補助金を活用するためには、①森林経営計画団地内であること、②搬出間伐（1ha

当たり10m³以上）を行なう必要があります。令和４年度は間伐事業に155,000,000円・森林作業道作設に

26,000,000円、計181,000,000円程の造林補助金を岐阜県に対し要望し活用しています。造林補助金を
有効活用するため効率よく、かつ森林環境も考慮し森林所有者様のご理解・同意を得て森林作業道を作設し、

林内の未搬出材を抑えるよう搬出間伐面積の拡大に努力しながら森林整備を推進しております。

　木材価格が徐々に下落してきていますが、令和５年度以降も組合員様の利益向上につながるよう造林補助

金の確保により一層努めてまいります。

業務計画課からのご報告業務計画課からのご報告

●森林経営計画団地での間伐状況と造林補助金の取扱状況について

（表１）は、令和３年度（令和３年１月～12月）に、森林経営計画団地での造林補助金を活用した間伐実績
となります。

（表２）は、令和４年度（令和４年１月～６月末）の、森林経営計画団地での造林補助金を活用した間伐実績
です。（※搬出材積のみ10月末現在）

令和３年度は、363haの間伐を行うなかで森林作業道を16,000m作設し、搬出間伐を150ha行った結果、１ha当たり
360,000円（１m³当り5,000円）の利益還元ができました。

令和４年度は、10月末現在で316haの間伐を行うなかで森林作業道を19,000m作設し、搬出間伐を107ha行った結果、
１ha当たり1,060,000円（1m³当たり8,000円）の利益還元ができております。これは、木材の動向でも述べており
ますが、ウッドショックの影響で木材価格が令和3年度では平均12,000円だったのが令和４年度では平均15,900円
と高騰していることが要因となり還元金額が増大しております。

間伐面積 搬出間伐
面　　積 造林補助金搬出材積切捨間伐

面　　積
所有者還元
金　　額

21,000m³363ha 150ha 213ha 135,000,000円 55,000,000円

間伐面積 搬出間伐
面　　積 造林補助金搬出材積切捨間伐

面　　積
所有者還元
金　　額

20,000m³316ha 107ha 209ha 105,000,000円 114,000,000円

（表１）

（表２）



南ひだ森林組合だより
8

組合員相続加入手続きについてのお願い

　南ひだ森林組合が発足して23年が経過しました。
　その間に組合員様においても、お亡くなりになられた方もお見えになる事と思われます。
　もしも、お亡くなりになっておられる場合には、組合員様の名義変更の手付きを行っていただきたいと存
じます。
　名義変更や住所変更のご連絡をいただかないと、不明組合員になってしまい出資金が無効になる可能性が
あります。
　お手数をおかけいたしますが、名義変更の必要な方は、南ひだ森林組合の出資証券を確認していただき下
記までお問い合わせ下さい。
　尚、出資証券を紛失された場合の再発行の書類に保証人を立てなくても良くなりました。
　（今回のダイレクトメールは組合員台帳を基に発送をさせて頂いております）

　合併以前からの組合員様につきましては、旧森林組合の 「出資証券」は合併時に書替を行っていますので

無効であり、平成11年２月１日以降発行の 「出資証券」が有効であります。

南ひだ森林組合「出資証券」見本

出資証券について

問合せ先：０５７６－２６－３５５１　担当：江間・松田
えま

今回のご案内は組合員の方全員に送付致しております関係で、手続きが必要ない組合員
様にもご送付致しておりますこと、ご理解のほどお願い申し上げます。

※住所を変更された場合には御連絡下さい。

令和４年10月31現在

11 ２ １


